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Ⅰ 研究の目的 
中学校学習指導要領（平成20年）技術・家庭（家庭

分野）「Ｄ（１）家庭生活と消費」の指導事項に，

「イ 販売方法の特徴について知り，生活に必要な

物資・サービスの適切な選択，購入及び活用ができ

ること。」1)とある。これに関して，中学校学習指導

要領解説技術・家庭編（平成20年）では，「生活に必

要な物資・サービスの選択，購入に当たっては，本

当に必要かどうかの判断が大切であることに気付く

ようにし，多くの情報の中から適切な情報を収集・

整理し，物資・サービスの適切な選択ができるよう

にする。」2)と示されている。 

平成22年度に，金融広報中央委員会が中学生を対

象に行った「子どものくらしとお金に関する調査」

では，「高いものを買うときには，どこの店が安い

か調べたり，類似商品と価格や性能を比べたり，買っ

た人の感想を聞いたりしている」に対する肯定的回

答は59.8％であった(1)。所属校第２学年（126人）を

対象に同様の内容を聞いた結果，「どこが安いか価

格を比較する」59.3％，「買った人の感想を聞く」

40.7％であった。また，衝動買い傾向が見られた

59.5％のうち，約８割の生徒は，購入したものをす

ぐに使用しなくなったなどの失敗体験をしている。

これらのことから，情報を十分吟味せずに選択，購

入したり，普段から本当に必要かどうかあまり考え

ずに購入したりする状況が伺える。 

年々，販売方法や支払い方法が多様化しているこ

とから，消費者は正しい知識と責任をもって，自分

の消費行動を決定しなければならない。つまり，欲

しいという理由だけではなく，どのように購入し，

どう活用するのかなども考えて，計画的に商品を選

択，購入する習慣を身に付ける必要がある。そのた

めには，契約や販売，支払い方法の種類と特徴など

基本的な知識を理解した上で，商品に関わる情報を

批判的に考え，吟味し，購入することが必要である。 

そこで本研究では，次のように題材を構成する。

まず消費行動に関する身近な失敗事例を取り上げ，

その改善策を考えさせることを通して基礎的・基本

的な知識の定着を図る。次に，その知識を基に，設

定した商品の購入について意思決定を行う。意思決

定を行う際には，商品に関する多様な情報を集め，

整理することで行動の選択肢を見いだし，様々な視

点からその選択肢について検討し，よりよい消費行

動はどれかを判断し，その判断の適切さを評価する

場面を設定する。 

このような題材構成により，情報を批判的に考え，

意思決定する力を育成する家庭科学習指導の工夫に

ついて提案することを目的とする。 

研究の要約 

本研究は，情報を批判的に考え，意思決定する力を育成する家庭科学習指導の工夫について考察した

ものである。文献研究を踏まえ本研究では，情報を批判的に考え，意思決定するとは，問題を解決する

ために必要な情報を集め，選択肢を見いだし，情報を見かけに惑わされず多面的に捉え，比較，検討す

ることにより消費行動を決定し，目的に応じた意思決定ができたか評価することと定義した。この力を

育成するために，はじめに身近な事例を用いて基礎的・基本的な知識の定着を図り，次に既習事項を踏

まえ，意思決定プロセスを用いて消費行動を決定する学習を取り入れた題材を構成することが有効だと

考えた。その結果，広告など商品に関わる情報を読み取る視点が増え，比較，検討して自分の消費行動

を決定する力が高まった。このことから，本研究で提案する題材構成は，情報を批判的に考え，意思決

定する力の育成に有効であることが分かった。 



 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 情報を批判的に考え，意思決定する力に

ついて 
(1) 情報を批判的に考えるとは 

道田泰司(2000)は，批判的思考とは「見かけに惑

わされず，多面的にとらえて，本質を見抜くこと」3)

と述べ，問題解決の過程における批判的思考を，図

１のように図式化している。また，批判的思考を，

「態度」「技術」「知識」の三つの要素に分け，その

特徴を次のように説明している。「態度」とは，見か

けに惑わされず疑いをもつこと，「技術」とは，多面

的に考え，本質を見抜くための思考方法，「知識」と

は，技術をサポートするもの，つまり思考方法や思

考するために必要な内容を知っているということで

ある。これらの三要素の中で，「態度」が最も大事だ

とされている。批判的思考の「技術」と「知識」を習

得しても，それらを使おうとする「態度」がなけれ

ば，批判的思考は始まらないからである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 批判的思考の概念図 

 

花城梨枝子(2015)は，批判的思考とは，目的は何

か，それはなぜなのか，先入観や偏見にとらわれて

いないかなど，さまざまな角度から自分自身の考え

を明確にしていくことであると述べている。さらに，

これを消費行動で捉え直し，価格だけに着目するよ

うな買い方ではなく，自分の消費行動がほかにどの

ような影響を与えるかなど選択した結果についても

推理することが重要であると述べている(2)。このこ

とから，与えられた情報だけでなく，自分自身の考

えや結果についても批判的に考えることが必要だと

分かる。 

よって本研究では，情報を批判的に考えるとは，

情報を見かけに惑わされず，多面的に捉えて，本質

を見抜こうとすることと定義する。 

(2) 意思決定するとは 

J．G．ボニス・R.バニスター(1998)は，意思決定と

は，選択肢の中から選択する行為であり，自由に選

択するためには，複数の選択肢をもたなければなら

ないと述べている。例として，手持ちの自転車が壊

れているという状況を設定し，自転車旅行のための

自転車をどのように調達するか考えさせることを挙

げている。ほとんど情報を集めずに行った意思決定

には満足は得られず，多くの選択肢を準備し，それ

ぞれの長所，短所を整理して意思決定を行うことが

最良の方法であると説明している(3)。 

また，土橋由紀・志村結美(2014)は，意思決定能力

を「問題を定め，自己の生活がよりよくなるよう，

情報を集め，比較考慮し責任をもって行動をし，評

価を行う力」4)と定義付け，高等学校家庭科における

教材開発を行い，情報を集める力や客観的に判断す

る力などが高まったと報告している。 

これらのことから，意思決定をするためには，複

数の選択肢をもち，選ぶ際の判断基準をもつことや，

判断に対して評価することが必要だと分かる。 

よって本研究では，意思決定するとは，問題を解

決するために選択肢を見いだし，比較・検討によっ

てどう行動するか決定し，目的に応じた意思決定が

できたか評価することと定義する。 

(3) 情報を批判的に考え，意思決定するとは 

（１）（２）から，本研究では, 情報を批判的に

考え，意思決定するとは,問題を解決するために必要

な情報を集め，選択肢を見いだし，情報を見かけに

惑わされず多面的に捉え，比較，検討することによ

り消費行動を決定し，目的に応じた意思決定ができ

たか評価することと定義する。 

 

２ 身近な事例から消費行動の選択肢を見い 

だし，判断し，評価する題材構成について 
(1) 情報を批判的に考え，意思決定する力を育成 

するために 

ボニスら(1998)は，情報を踏まえた上で意思決定

を行うことは，目標到達を助けたり満足を増やした

りするなど生活に多くの利点を与えることであり，

意思決定する力は，訓練によって向上させることが

できると述べている。柴﨑厚子(2010)は，中学校技

術・家庭科において，意思決定プロセスを用いた商

品選択の教材を開発し，生徒が自らの価値観に基づ

いて，主体的に意思決定する力の育成に成果があっ

たことを報告している (4)。両者の意思決定プロセス

を，表１に示す。 

 



 

表１ 先行研究による意思決定プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒井紀子(2012)は，「将来の生活設計に向け，今

何をしたらよいか」のような問題を学習題材として

取り上げ，生徒に考えさせようとする場合は，批判

的思考を用いて解決策を考える力，すなわち批判的

リテラシーが必要である(5)と述べ，問題解決学習の

中で，生徒が解決を目指して探求する段階を，図２

のように示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 批判科学に基づく問題解決のステップ 

 

中間美砂子・多々納道子(2011)は，中学校家庭科

の消費者教育において，生徒が契約に関する基本を

理解し，商品情報を批判的に読み解いた上で適切な

選択をするために，意思決定のプロセスを実践でき

る力を身に付けさせたいと述べている(6)。 

授業で学んだことを生活での実践につなげるため

には，欲しい商品を選択する際に商品情報を批判的

に読み解いたり，自分が選択した行動を振り返った

りすることを繰り返し行うことが必要だといえる。

このように，自分の考えを批判的に考えながら消費

行動を決める技術を習得させるためには，意思決定

プロセスが有効であると考える。 

これらを踏まえて，本研究では次の①から⑥の意

思決定プロセスを用い，題材を構成することとした。 

①目的を把握する ②情報を集める 

③選択肢を考える ④選択肢を多面的に検討する 

⑤消費行動を決定する ⑥意思決定を評価する 

意思決定プロセスにおいて批判的に考える例と

して，次のようなことが考えられる。①目的を把握

する過程では，その商品が本当に必要かどうかを考

えさせ，②情報を集める過程や③選択肢を考える過

程では，ほかにはないかと代替案を考えさせる。④

選択肢を多面的に検討する過程では，情報を鵜呑み

にするのではなく，本質を見抜くようにじっくり検

討させ，それらを基に⑤の過程で消費行動を決定さ

せる。⑥意思決定を評価する過程では，決定したこ

とがよりよいものになっているか振り返らせる。図

３に，本研究における意思決定プロセスを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 本研究における意思決定プロセス 

 

(2) 身近な事例から消費行動の選択肢を見いだし      

判断し，評価する題材構成について 

消費生活に関わる授業実践から，次のような課題

が報告されている。生徒の生活が多様化し，自分で

あまり買い物をしない生徒の中には，消費生活への

関心が低い傾向が見受けられることや，指導する内

容が社会科（公民的分野）と重複してしまうことで

ある。そこで，生活経験の少ない生徒も状況を把握

しやすく，興味をもって学習に取り組むことができ

るように，中学生が主人公となる消費行動に関わる

事例を用いる。また，商品を購入する際の視点につ

いて，意思決定プロセスを用いた学習活動を通して

考えさせる。その視点で商品をいかに購入するかに

ついて考えることは，社会科で扱うことのない家庭

科ならではの学習活動である。 

このような考え方を基に，題材を二段階に構成す

る。第一次では，身近な事例を用いて批判的思考の

三要素の一つである「知識」を身に付けさせ，第二

次では，意思決定プロセスを用いて批判的思考に必

要な「技術」と「態度」を習得させる。 

 

 

J・G・ボニスら 

①目標を定め，問題を明確にする 

②情報を集める 

③選択肢を考える 

④結論を検討する 

⑤意思決定し，行動する 

⑥意思決定を評価する 

柴﨑 

①目的の把握 

②情報収集 

③判断基準に基づいた比較・検討 

④選択 

⑤決定 

⑥評価 

 

 

 

 

 

 



 

意思決定プロセスを２回繰り返すこと，特に２回

目は，生徒自身が設定した商品について情報を集め，

検討する題材構成をすることで，生活への実践力へ

つなげていきたい。詳細を，表２に示す。 

 
表２ 題材構成（全７時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 身近な事例を用いた学習活動 

第一次では，消費者としての基礎的・基本的な知

識の定着を図る。知識不足によって起こった消費行

動の失敗事例を用いて，授業の始めに「なぜ失敗し

たのか」という問いを投げかける。授業の終末には，

学習内容を踏まえて問いの答えを自分の言葉でまと

めさせる。事例のような失敗をしないために，自分

がどのような消費行動を選択すればよいか考えさせ

ることにより，基礎的・基本的な知識の定着が図ら

れると考える。 

イ 意思決定プロセスを繰り返す授業展開 

第二次では，前頁図３に示す意思決定プロセスを

用いて，商品の選択，購入について意思決定を行わ

せる。第４時，第５時では，キャリーバッグに関す

る情報を与え，意思決定プロセスに基づいて，自分

がよりよいと思う消費行動について考えさせること

を課題とする。第６時，第７時は，入手したい商品

を生徒自身に設定させ，必要な情報を収集させる。

それらの情報を比較，検討させ，適切な消費行動を

決定させる。そして，目的に応じた意思決定ができ

たかどうか評価を行わせる。このように，生徒が意

思決定プロセスを用いる学習活動を，繰り返し取り

入れることで，多面的に情報を捉える「技術」を習

得させ，情報を鵜呑みにするのではなく，批判的に

考えようとする「態度」を育成するものと考える。 

このような題材を構成することにより，情報を批

判的に考え，意思決定する力の育成が図られるもの

と考える。  

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

はじめに身近な事例を用いてよりよい消費行動に

ついて考えさせ，次に商品購入について生徒自身が

選択肢を見いだし，判断し，目的に応じた意思決定

ができたか評価する活動を取り入れた題材構成にす

れば，情報を批判的に考え，意思決定する力が高ま

るであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表３に示す。 

 

表３ 検証の視点と方法 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究授業について 

○ 期 間 平成27年12月15日～平成28年１月14日 

○ 対 象 所属校第２学年（４学級126人） 

○ 題材名 家庭生活と消費 

○ 目 標  

販売方法の特徴について知り，生活に必要な商 

品の適切な選択，購入及び活用ができる。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 情報を批判的に考え，意思決定する力を 

高めることについて 
(1) プレテスト，ポストテストの結果から 

プレテスト，ポストテストは，「中学２年生の男

子が高校生になっても使用する目的で商品購入（プ

次 時 学習内容 
○学習活動 

批判的 

思考の 

三要素 

一 

１ 

消費者としての自覚をもとう 
○自分や家族の消費生活について振り返る。 
 
 
○契約のルールを理解する。 

消
費
者
と
し
て
必
要
な
「
知
識
」 

２ 

販売方法や支払い方法の特徴を知ろう 
○物資とサービスについて理解する。 
 
 
○販売方法の種類と特徴，それぞれの利点と問題点を
理解する。 

３ 

 
 
 
○支払い方法の種類と特徴を理解する。 
○トラブルを解決するための方法を考える。 

二 

４ 

○商品を適切に選択,購入,活用しよう 
 
 
 
 
 
○意思決定プロセスに沿って，キャリーバッグについて
情報を整理し，判断し，自分の消費行動を決定す
る。 

多
面
的
に
情
報
を
捉
え
る
「
技
術
」 

批
判
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
「態
度
」 

５ 

６ 

 
 
 
 
 
○自分の欲しい商品について，必要な情報を収集し，
選択肢を見いだし，判断し，よりよい消費行動を決定
し，評価する。 

７ 

 

事例①：本屋で返品できない 

事例②：通信販売で購入した商品がイメージと違う 

事例③：前払い式通信販売によるトラブル 
事例④：無料オンラインゲーム利用によるトラブル 

意思決定プロセス（１回目） 

課題：キャリーバッグを入手する 

意思決定プロセス（２回目） 
 
課題：自分の欲しい商品を入手する 

検証の視点 方法 

情報を批判的に考え，意思決定する
力を高めることができたか。 

プレテスト・ポストテスト 
ワークシート 身近な事例から消費行動の選択肢

を見いだし，判断し，評価する題材
構成は有効であったか。 

 



 

レテストは自転車，ポストテストは腕時計）につい

て考える。」という課題を設定し，表４に示すＡか

らＣの広告を情報として提示した。テストの手順は

次のとおりである。 

１ ＡからＣの広告の情報の中から，着目したもの

に線を引く。 

２ ＡからＣのいずれかを選ぶ，またはＡからＣの

どれも選ばず他店の情報を集めて再検討をするこ

とも含めた選択肢を設定し，消費行動を決定する。 

３ 自分がよりよいと判断した消費行動について，

根拠を明らかにしてその理由を記述する。 

 

表４ 広告ＡからＣの販売方法及び商品の状態 

 

 

 

 

 

手順１で，生徒たちがどの情報に線を引いたのか

を見取るために，広告に書かれている情報を，表５

に示す①から④の視点に分類し，どういう視点に着

目したかを分析した。結果を図４から図７に示す。 

 

表５ 四つの視点による商品情報の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ どの視点に着目したか（①代金の視点） 

 

 

 

 

 

 

 
図５ どの視点に着目したか（②保証の視点） 

 

 

 

 

 

 
図６ どの視点に着目したか（③販売方法の視点） 

 

 

 

 

 

 

 
図７ どの視点に着目したか（④信用性の視点） 

 

大きな変容は，次のとおりである。ポストテスト

において②保証の視点では，Ｃの広告で43人，③販

売方法の視点では，Ｂの広告で30人，Ｃの広告で34

人，④信用性の視点では，Ｂの広告で40人増えてい

た。特に，③販売方法では前払いという部分に，④

信用性では，二重価格表示や「○○ランキング第１

位」などの曖昧な情報に線を引いており，消費行動

の決定に際し，じっくり考えてほしい情報に着目し

ていた。着目した視点が増えた例として，生徒ａの

プレテストとポストテストを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒ａの変容（Ｂの広告について） 

視点 情報の内容 

①代金 価格，送料，消費税など 

②保証 
取扱説明書，アフターサービス，返品・交

換についてなど 

③販売方法 販売方法の特徴，代金の支払い方法など 

④信用性 
二重価格表示，商品の特徴や効果などの説

明，使用者の感想，マークなど 
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生徒ａの消費行動（Ａの広告から購入）を決定した根拠 

 

次に，消費行動を決定した根拠に関する記述内容

を，前頁表５の四つの視点で分析し，視点の数を比

較した。結果を表６に示す。 

 

表６ 視点の数の比較 

 

 

 

 

 

 

 

根拠として挙げた視点の数が増えた生徒は，55人

であった。また，四つの視点を根拠として挙げた生

徒は，０人から８人になり，無解答の生徒は，２人

から０人になった。 

次に，生徒ｂの記述内容から変容を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒ｂの変容（下線は稿者が加筆） 

 

生徒ｂは，プレテストでは，生活経験から商品を

直接見て買う方が安心できると考えたことと，広告

内の「アフターサービス」という情報から消費行動

を決定していた。ポストテストでは，次のような変

容が見られる。価格が下がっている情報から，下線

部㋐のように値下げしすぎではないかと疑問を抱い

ている。また，「実物と多少異なる場合がある」と

いう情報から，下線部㋑のように購入した際の問題

点は何かということを考えて消費行動を決定するこ

とができている。さらに下線部㋒の記述から，「高

校生になっても使用する目的で商品購入について考

える」という課題を解決するために，よりよい消費

行動は何かについても考えることができたと分か

る。このことより，情報を鵜呑みにするのではな

く，情報について問題はないか，どんな可能性があ

るかなど批判的に考えることができるようになった

といえる。 

一方，表６に示した結果から，根拠として挙げた

視点の数が減った生徒が10人いることが分かった。

このうち７人は，複数の視点に着目して広告の情報

を見ており，情報を多面的に捉えて判断することが

できていると考える。例えば，次に示す生徒ｃは，

プレテストでは，Ｃの広告の中で「中古品販売」と

いう言葉のみに線を引いており，商品に関する情報

には注目していない。しかし，ポストテストでは，

様々な情報に着目して詳細を読み取ろうとしている

ことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生徒ｃの変容（Ｃの広告について） 

 

よって，多くの視点で情報を見て判断することが

できるようになったことや情報を鵜呑みにするので

はなく，その情報について問題はないかなどを考え

るようになったことから，見かけに惑わされず情報

を多面的に捉え，比較，検討する力が高まったと考

える。 

(2) よりよい消費行動を決定する授業から  

第６時，第７時では，生徒自身が欲しい商品を設

定し，情報収集や選択肢の設定も行い，適切な消費

行動について意思決定する学習活動を取り入れた。

生徒が設定した商品は，電化製品（音楽機器，テレ

ビなど），スポーツ用品，通信機器，家具，自転車

などであった。 

商品の入手方法については，店舗と通信販売での

購入を想定した生徒が最も多く，中には必要な時に

レンタルする方法や知り合いから譲ってもらうとい

 四つ 三つ 二つ 一つ 無解答 計(人) 

四つ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

三つ ２ ８ ３ ０ ０ 13 

二つ ４ 21 31 ７ ０ 63 

一つ ２ ７ 17 ８ ０ 34 

無解答 ０ ０ １ １ ０ ２ 

計(人) ８ 36 52 16 ０ 112 
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二重価格，大げさなキャッチコピーがあるから不安。

少しくらい高くても，アフターサービスが充実して

いるものを買うのがよいと思う。 
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う方法を考えた生徒もいた。各自が考えた入手方法

について，情報を比較，検討させ，「買わない」や

「ほかの方法を考える」などの選択肢も含め，根拠

を明らかにして自分の消費行動を決定させた。記述

内容を分析すると，①価格，②品質，③保証，④販

売方法，⑤信用性，⑥その他の六つの視点が見られ

た。消費行動を決定した，根拠の記述に含まれてい

た視点を整理したものを図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図８ 消費行動の根拠として挙げた視点 

 

最も多く見られたのは，①代金と②品質の視点の

両方を含んだ記述であり，67人が根拠として挙げて

いた。このうち，①代金，②品質の二つの視点だけ

を挙げたのは17人，二つの視点に加えて③保証の視

点を挙げたのが20人，⑤信頼性を挙げたのが12人，

④販売方法を挙げたのが９人であった。さらに四つ

以上の視点を根拠に挙げた生徒は９人おり，価格だ

けでなく機能の優れた商品を選んだり，安心して入

手できる方法を選んだりする様子が伺えた。また，

四つ以上の視点を根拠に挙げた生徒の中には，新た

な視点として，環境への影響を考える生徒もいた。   

生徒ｄ，ｅの記述を，表７に示す。 

 

表７ 生徒ｄ，ｅが選んだ消費行動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意思決定した内容をペアワークで発表させ，相互

評価を行った。友だちの考えを知ることにより，新

たな自分の視点が増えた生徒もいた。例として，生

徒ｅの意思決定について評価した生徒の記述内容を

示す。 

 

 

 
生徒ｅの意思決定に対する友だちの評価 

 

以上のことから，問題を解決するために必要な情

報を集め，選択肢を見いだし，情報を見かけに惑わ

されず多面的に捉え，比較，検討することにより消

費行動を決定する力は育成されたと考える。 

 

２ 身近な事例から消費行動の選択肢を見い

だし，判断し，評価する題材構成について 
(1) 生徒の変容から 

表８に，生徒ｆのワークシートの記述（第５時，

第７時）と，題材のまとめの記述を示す。 

 
表８ 生徒ｆの記述内容（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時では，高校生になっても使うことのできる

キャリーバッグを入手する方法を，意思決定プロセ

スを用いて決定させ，目的に応じた意思決定ができ

たかどうか自己評価をさせた。生徒ｆは，第５時の

自己評価で，ジャドママークに着目していなかった

ことを挙げている。ジャドママークについては，第

２時に学習しており，名称や意味は理解していたが，

実際に通信販売の広告を見ることで，着目すること

の必要性に気付いていることが分かる。さらに，「売

り文句だけで決めてはいけない」という記述から，

情報を鵜呑みにしてはいけないという信用性の視点

をもつことができ，それが第７時に行った意思決定

の学習に生かされている記述が見られる。また，ま

とめの記述には，第５時，第７時で行った学習内容

を生活に生かそうとしている内容が見られる。基礎

的・基本的な知識を基に，商品購入について消費行

動を決定，評価し，その評価を次の意思決定に生か

すことができたと考える。 
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第
５
時 

Ｂ(通信販売)の広告にジャドママークがあることに気付け

なかったので，隅々までしっかり目を通さないといけない

と思った。今まで比較することはあまりなかったので，売り

文句だけで決めてはいけないと思った。 

第
７
時 

△△店公式通販サイトで購入する。 

理由は，税別で予算を下回っており，録画対応していたた

め。また，ネット通販だが，△△店の公式サイトなので信頼

できるから。 
題
材
の
ま
と
め 

広告を見るときは，小さな文字が書かれていないか確認し，

ネット通販の場合は，信用できるかをレビューなどで判断

しようと思う。 

 

 生徒ｄ 生徒ｅ 

商品 腕時計 ステレオコンポ 

消費 

行動 

もう少しいろいろ選択肢を 
増やして考え直す。 

販売店で買う。 

根拠 

今回は，集めた情報が少なくて，
これが欲しいと思えるものがな
かった。全部同じ会社のものなの
で，品質などほとんど同じだった
けど，デザインが違っている。デ
ザイン面で見たら，○○がいいけ
ど，ほかのも見て，後悔がないよ
うにしたい。今は，自分が持って
いる時計を使おうと考えた。 

BluetoothやCD，スライド
式電動ドアなどたくさん
の機能が付いていた。ま
た，質量が小さく，本体の
大きさもよかった。ラジ
オやUSBメモリーも付い
ていて，私だけでなく家
族も使える。予算内にお
さまっている。 

 

それぞれの商品の長所と短所をしっかりととらえてから

考えていると思った。家族への気づかいもよかった。 

 



 

(2) ワークシートの記述内容から 

題材の学習のまとめとして，今後，消費者として

生活に生かそうと思うことは何かを文章で記述させ

た。その記述内容をキーワードで分類し，どのよう

な内容が多いか分析した。その結果を図９に示す。

最も多かったキーワードは，「比較，検討する」で

あった。これは，商品情報を鵜呑みにするのではな

く，多くの視点に着目し，長所，短所を考えた上で

消費行動を決定したいという態度を育むことができ

たからだと考えられる。また，「ニーズ，ウォンツを

考える」「必要な情報を集める」というキーワード

を挙げた生徒もいた。つまり，購入する前に，本当

に必要かどうか考え，目的をしっかり把握し，商品

に関する情報を自ら集め，比較，検討するという，

意思決定プロセスを使って意思決定しようとする態

度が身に付いたと考えられる。さらに，環境面に配

慮し，消費行動を決定していきたいという新たな視

点をもつことができた生徒もいた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
図９ 自由記述のキーワード 

 

（１）（２）のことから，第一次での学習が第二次

の学習活動につながり，意思決定プロセスを用いた

授業を２回行うことで，生活の中でも多くの視点か

ら比較，検討して消費行動を考えていこうとする態

度を養うことができたと考える。   

よって，身近な事例から消費行動を見いだし，判

断し，目的に応じた意思決定ができたか評価する題

材構成は，情報を批判的に考え，意思決定する力の

育成に有効であったといえる。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
意思決定プロセスを用いて，商品の選択，購入に

ついて考える学習活動を繰り返し行うことにより，

商品に関わる情報を読み取る視点が増え，比較，検

討して自分の消費行動を決定する力を高めることが

できた。また，身近な事例を用いて基礎的・基本的

な知識の定着を図り，その知識を踏まえ，消費行動

を決定する学習活動を取り入れた題材構成は，情報

を批判的に考え，意思決定する力を育成することに

有効であることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
ポストテストにおいて，誇張ともとれる表現や曖

昧な情報を載せた広告を提示したところ，８人の生

徒にそれらを鵜呑みにしたような記述が見られた。

今後は，家庭生活と消費の学習だけでなく，食生活

や衣生活の学習にも意思決定プロセスを組み込み，

情報を批判的に考える学習活動を繰り返し行うなど

題材の再構成を行っていきたいと考える。 
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